
会長挨拶 中村昇会長  

～ 土曜の丑の日の鰻にまつわる話について ～

皆さんこんにちは。今年は特に猛暑続きで毎日暑くて夏バテしませんか？勝

浦にとっては良い季節・夏本番になりましたね。今日は土用の丑の日の鰻にま

つわる話についてしてみたいと思います。

今日は土用の入りです。土曜の丑の日と聞くと思い出すのが「鰻」ではない

でしょうか。厳密には、土用は春夏秋冬の年４回ありまして、特に、夏の土用

には丑の日が１日ないし２日あるそうです。今年は７月２２日と８月３日だそ

うで、昨年は今日が土用の丑の日でした。

土用の丑の日に「鰻」を食べる習慣は、穢土
え ど

の魚屋が平賀源内に「鰻」が売

れる方法を考えて欲しいと依頼したことによります。そこで平賀源内は、夏の

暑い日には食欲が落ちて栄養不足になる、だから土用の丑の日に「鰻」を食べ

ると栄養補給になって体にいいというCM を考えたわけです。

江戸時代の鰻屋が大量の蒲焼の注文を受けて、子の日、丑の日、寅の日に作

って保存しておいたら丑の日に作ったものだけが悪くなっていなかったという

説もあるようですが、源内は、丑の日に「う」の字が付く物を食べると夏負け

しないという信仰をもとに、「土用の丑の日には、「う」の付く鰻がいい」とい

う宣伝文句を考え、「本日丑の日」と書いて店先に貼ることを勧めたそうです。

すると、物知りとして有名な源内の言うことならということで、その鰻屋は大

変繁昌したようです。あまりの反響に、他の鰻屋もそれを真似るようになり、

土用の丑の日には鰻を食べることが習慣化し、それが現在まで続いているのだ

そうです。

源内の宣伝文句に乗せられ「鰻」を江戸時代から食べさせられて来たと言っ

ても栄養面から見ても優れていることには違いないわけです。ここにおられる

ロータリークラブ会員の皆さんもこの厳しい夏の暑さに負けないよう丑の日に

は「鰻」を食し、夏の暑さを乗り越えて行こうでありませんか。
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◆報告内容

７月 19日（金） 活動計画発表

７月 20日（土）クリーンキャンペーン

７月 26日（金） 新旧歓送迎会

（例会場：海のホテル）

◆本日の例会

８月２日（金）クラブフォーラム

会員増強月間（西尾誠 委員長）

（例会場：ブルーベリーヒル）

◆次回例会

８月９日（金）ゲスト卓話

   今関勝氏（元日本ハム投手）

（例会場：海のホテル）

８月１６日（金）休会

８月２３日（金）ゲスト卓話

   斉藤麻利奈（交換留学生）

（例会場：ブルーベリーヒル）
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◆ 市内の新入学児童に血液型検査を！

故塩田敬司創立会員によって昭和 42年から始められた、

市内の新入学児童全員を対象とした血液型の巡回検査が

社会奉仕（水野担当理事）の委員会活動として今年も例年

通り実施することとなり、中村会長より軽込社会教育課長

に血液検査表を授与した。

◆関一憲 君に委嘱状

『ロータリー財団委員会補助金小委員会委員長』

◆ ニコニコ BOX（山本太郎 親睦委員長）

◇本人誕生日   小 島 幸 雄 君 千 葉 正 徳 君

古 川 範 男 君

◇結婚記念日 小 林 悠 紀 君

◇配偶者誕生日 鈴木覺三郎君

◇自 主 申 告 鈴 木 亨 君 池 田 哲 夫 君

◆ 活動計画発表

★クラブ奉仕Ⅰ 中村満 担当理事

活動方針

今年度の国際ロータリーのテーマ「ロータリーを実践し、

みんなに豊かな人生を」地区（関口）ガバナーのテーマ「元

気なクラブを目指して」この二つのテーマに基づき行動

し、当クラブの中に浸透するよう努めたいと思います。

又、各委員会との密接な連絡をとりながら、魅力あるクラ

ブ作りに努めたいと思います。

クラブ会報委員会：週報についてのご意見、原稿・写真データをお寄せください。
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活動計画

1、必要に応じて連絡会議を行い、各委員会の活動を調整。

2、新入会員との積極的なコミュニケーションを計る

3, 会員増強に努力し、脱会防止に努める。

☆ 会員選考委員会 牧野利美 委員長

活動方針

職業分類と会員選考の両見地に立ち、委員会の決定を理

事会に報告、協議する

活動計画

・ 職業分類上、未充填分野の部類・分類を作成し、検

討し、職業分類の問題について理事会と協議する。

・ 会員選考では、会員推薦された候補者の人格、職業

上及び社会的地位又、一般的な適格性を調整し、委

員会の決定を理事会に報告する。

☆ 会員増強委員会 西尾誠 委員長

活動方針

クラブ会員１人々が地域とのつながりを強くもちなが

ら、ロータリーの魅力を語り入会をすすめる。

又、現会員でいる皆様はロータリーの楽しさをもっと、

もっと、知ってもらい退会防止に努める。

活動計画

年間 3名以上の会員増強に努める。マスコミを利用して、

クラブの活動を地域の人々に知ってもらう。

☆ ロータリー情報委員会 関一憲 委員長

活動方針

クラブが永続して質の高いロータリー活動を実践するた

めには、在籍ロータリアンがどのような価値観を共有す

るかということが大きなポイントだと考えます。そのた

めに、クラブの歴史と伝統を認識し、地区内外の情報や

ルールを把握し、より一層の親睦を深めます。

活動計画

１．地区ロータリー情報研究会及びＩ．Ｍ、地区大会へ

の参加を推奨する。

２．会員へのオリエンテーションの開催。

３．クラブオリエンテーションのための資料の作成。

４．クラブ定款・細則の改正。



３．ニコニコＢＯＸの実施。

４．家族会・年２回の実施。

５．夜間例会の実施。

６．ロータリー諸活動への協力。

☆ プログラム委員会 渡辺昌俊 委員長

活動方針

例会にオブザーバーを多く参加させることができる

卓話を実施し、プログラム委員会と会員増強委員会が

連携をし、会員増強へつなげていく。

活動計画

１．毎月１回はクラブ協議会を開催する。

２．会員卓話の開催（特に新会員）。

３．ゲスト卓話は、有名で聴いてためになる話をお願

いし、そこにオブザーバーを動員し、魅力あるロー

タリークラブをアピールする。

４．プログラム委員会を３か月に１回程度実施し、卓

話の内容の精査を行う。

☆ クラブ会報委員会 渡辺ヒロ子 委員長

活動方針

週報として会報を発行することにより、クラブ例会及

び委員会活動や親睦活動を記録し、会員みんなで情報

を共有できるようにする。クラブ奉仕委員会【Ⅱ】の

方針とする『魅力あるクラブづくり』に繋がる、会報

の発行を目指します。

活動計画

１．毎回の例会の内容を記録し、毎週発刊する。

２．会員の共通理解を図り、出席率の向上、積極的な

参加の一助となるような会報作りをする。

★ 職業奉仕 関正巳 担当理事

活動方針

１）各委員会と協力し合い、職業奉仕の意味と大切さ

を共有し、基本とするロータリーの綱領や四つのテス

トを言行に照らし、自己の職業の品位と道徳水準の向

上に努め社会から尊重される存在に成れるよう心が

ける。また他に強要する事なく自然に我が勝浦ロータ

リー・クラブ全会員が共有できるよう職業奉仕委員会

     ★ クラブ奉仕Ⅱ 漆原摂子 担当理事

活動方針

今年度中村会長は、ＲＩのテーマ「ロータリーを実践し

みんなが豊かな人生を」を受け、会員１人１人がロータ

リーを真に実践し奉仕を行うことにやり甲斐を見出す

ようにと述べています。このクラブ奉仕委員会【Ⅱ】は、

クラブ奉仕委員会【Ⅰ】で選考・入会されたすべての会

員が、クラブの例会でロータリーに関する情報を交換

し、学び、また親睦を深め、クラブを活性化し団結する

場です。このように一致団結したクラブこそが、外へ向

かっての社会奉仕・国際奉仕へやり甲斐を見出し活動す

ることが出来ると考えます。そのためにも、小委員会の

委員長はじめ委員の皆様と協力しあい、土台となるより

魅力あるクラブづくりを目指します

活動計画

小委員会の委員長と連携を取りながら、より多くの会員

が、内容あるプログラムをもとにした例会に出席し、会

報や雑誌広報で情報を共有して学ぶ。また親睦活動には

特に重点を置き、楽しく魅力あるクラブを確立する。

☆ 出席委員会 手塚明宏 委員長

活動方針

会員相互の親睦を図る為、出席率の向上、保持に努める。

活動計画

１．出席率９０％以上を目標とする。

２．分区・地区のロータリー活動などに積極的な参加を

促し、メークアップによる出席率の向上を図る。

３．例会についての意識向上の為、例会欠席の場合は、

例会欠席者報告書の提出（当日１０：００迄にＦＡ

Ｘにて）を厳守していただく。

４．皆出席者に表彰及び記念品の贈呈を行う。

☆ 親睦委員会 山本太郎 委員長

活動方針

例会及び家族例会を通じ会員の相互理解と親睦を深め

クラブの和を図る。

活動計画

１．例会の受付・ビジターの案内。

２．会員記念日のお祝いをする。



    

自ら自己研鑽に励み模範を示す。

２）職業奉仕理事としての１年間、会長を支え勝浦ロータ

リー・クラブの繁栄の為に尽くす。また委員会活動の活性

化を促す。

活動計画

１）職業奉仕委員会の懸案事項を理事会に諮り、責任を持

って速やかに遂行できるようにする。

２）委員会が活動方針に謳った事柄を他の委員会或いは理

事会の協力を得ながら着実に実行し、実りある１年に成る

よう指導する。

☆ 職業奉仕委員会 渡邉光一 委員長

活動方針

職業人として自らの倫理観や道徳心を向上させ、自己研鑚

に励み字画を持った一年にし、職業奉仕委員会のありかた

を常に追求したクラブ活動にする。

活動計画

１）プログラム委員会の協力を得て、優れた職業奉仕を実

践されている職業人をお招きし職業奉仕のいろはについ

て卓話をいただき、学ぶ場とする。

2）会員卓話を推進し自らの職業奉仕について振り返りま

たは考える機会を作る事に依って自己研鑚の場とする。

３）会員または会員以外にも協力を求め、職場訪問をさせ

ていただき、学ぶ場とさせていただく。

４）数年来続けられている社会奉仕委員会との共同事業、

すなわち勝浦市内の小学生を対象とした料理教室を本年

度も応援開催する。

★ 社会奉仕 水野敬泰 担当理事

活動方針

勝浦ロータリークラブの大きな節目・50 周年記念行事の成

功により、社会奉仕の重要性を再認識し、次なるステージ

に向かい、第一歩を踏み出す年度にしたい。

活動計画

１．福島県立盲学校にてミニコンサートを開催。

２．継続事業として、気仙沼小学校の水泳指導、国際武道

大学の水泳部協力依頼

３．インターアクト年次大会の開催の有無を関係各方面と

協議、早急に答えを出す。

４．「ロータリー希望の風」に積極協力

クラブ会報委員会：週報についてのご意見、原稿・写真データをお寄せください。
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☆ 社会奉仕委員会 村石愛二 委員長

活動方針

地域社会が何を必要としているかを捜し、地域の人々が

豊かな人生を過すために勝浦ロータリークラブとして何

が出来るかを考え活動する。

活動計画

１．美化運動

イ．クリーンキャンペーンへの協力（7月）

ロ．官軍塚～八幡岬ウォーキングコースの清掃（2月）

２．料理教室の開催・・地元小学生に、地元の食材を利

用した料理を体験し、地域社会への理解を深めてもらう。

３．ペットボトルキャップの回収運動の推進・・ポリオ

プラスワクチン接種の資金集めへの協力

４．福島県立盲学校でのミニコンサートの開催・・ロー

タリー財団地区補助金（ＤＧ）を活用。「勝浦アンサンブ

ル同好会」への協力をお願いし実施する

５．宮城県気仙沼小学校生徒への水泳指導の継続実施・・

国際武道大学水泳部の協力をお願いし実施する

６．「ロータリー希望の風」への積極的協力

☆ 青少年委員会 古川範男 委員長

活動方針

ロータリークラブのみならず明日の日本を担う青少年に

多くのチャンスを与え豊かな情操を養ってもらう。文武

両道のアプローチを試してみる。

活動計画

１．昨年度から始めたプロ野球教室の継続実施。

２．世界的なヴァイオリニストである五嶋みどりによる

レクチャーコンサートの実施（模索）

３．国境が消えつつある時代に対応し、英語スピーチコ

ンテストを実施し、地域の国際性向上に資する。

４．地区のＲＹＬＡ活動への協力。

★ 国際奉仕 牧野利美 担当理事

活動方針

今年度ＲＩ会長ロンＤ.バートン氏のメッセージ「ロータ

リーを実践しみんなに豊かな人生を」地域社会に奉仕、

親睦、多様性、高潔性、リーダーシップの価値観を広め

るよう努力をしていく。



☆ ロータリー財団委員会 千葉正徳 委員長

活動方針

本年度からスタートする未来の夢計画の６つの重点

分野の内、特に地区補助金についてエントリーする。

Ｒ財団の内容を理解して頂ける様、研修を行う。

活動計画

１．通常寄付一人当り年間１５０ドルをお願いする。

２．ポール・ハリス・フェロー、ベネファクターの募集。

３．地区補助金の目的を充分理解し、クラブ内多くの

奉仕活動に活用する糸口を見い出していきたい。

     

  ◆クリーンキャンペーン in 南房総 2013.7.20（土）am８：１５～

  社会奉仕 水野敬泰担当理事

        今年もたくさんの会員のみなさんに

                            参加していただきました。

  

    クリーンキャンペーンも回を重ねるごとに大きなイベントになってきました。小さなお子さんから広い世代の方たち

の参加で、たいへん賑わっていました。海岸清掃は 1時間程度でしたが、その後は鴨川から参加してくれた、可愛い

子どもたちがフラダンスやポリネシアンダンスを披露してくれました。平目の稚魚の放流もありました。会員の皆様、

そして、一緒に参加してくれたご家族のみなさま、早朝よりお疲れ様でした。   

                              

  

★ 国際奉仕 牧野利美 担当理事（続き）

活動計画

1. 小委員会の立案、提案を円滑に遂行できるようにプ

ログラム委員会・理事会等に計り、実施するよう努める。

2. ロータリー財団への寄付、支援活動の推進。

3. 米山記念奨学会への寄付、支援活動の推進。

4. 本年からスタートした「未来の夢計画・FVP」による

新補助金制度の研究。



    

◆ 夜間例会 2013.7.26

新旧役員並びに交換学生歓送迎会・新会員歓迎会

皆さん今晩は、先週好天に恵まれるなか行われた第１５回

クリーンキャンペーン in 南房総に多くの会員はじめ業界

団体並びに市民の方々にご参加いただき無事に終えるこ

とが出来ました。皆様のご協力ご努力により海岸が見違え

るほど本当に綺麗になりました。心から感謝申し上げま

す。有難うございました。

ここで突然ですが皆様方に訃報のお知らせをしなければ

なりません。大変残念ですが当ロータリークラブ会員であ

りました「前田安彦さん」が２４日突然死されました。詳

しい死亡原因はわかりませんが満６１歳という若さでこ

の世とお別れなくてはならなくなりました故人に、今まで

のロータリークラブ会員として取組まれた御功績に対し

謝意を表するとともに、ここに御列席の皆様で故人前田安

彦さんのご冥福をお祈り申し上げたいと思います。

これからロータリークラブ新旧役員並びに新会員神村彰

男君歓迎会また交換学生との合同歓送迎会を開催いたし

ます。大勢の方々の参加をいただきまして誠にありがとう

ございます。神村君におかれましては出来る限り早く当ク

ラブ及び会員に慣れていただき、一緒に活動をしていきた

いと思います。いよいよ半世紀の折返しに当たる新年度が

スタートいたしましたが、古川前会長はじめ中村幹事、ま

た、理事役員の方々１年間本当にお疲れ様で御座いまし

た。会長に就任したからには自分のことより会員の方々や

地域の方々に目を向けての活動に徹してまいりたいと思

っております。会長就任時にもお話しいたしましたが、無

事にスタートができホッとしております。
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前会長はじめ先代の会長さん方には今まで勝浦ロータ

リークラブの発展に寄与していただきましたことに衷心

より感謝と御礼を申し上げる次第で御座います。本当に

ありがとうございました。会員各位におかれましては、

１年間どうぞご支援、ご協力の程よろしくお願い申し上

げます。次に、ロータリークラブの活動方針の中に高校

生同士の交換留学制度というものがあり、アメリカ合衆

国各州に所在するロータリークラブとの間に締結された

制度で交換留学がなされています。昨年度の交換学生は、

アメリカ合衆国５０州のうち最後に出来た州の一つで、

ハワイ州マウイ島からフィリップさんが勝浦の若潮高校

へ、日本からは齋藤麻利奈さんがアメリカ合衆国ユタ州

のハイスクールにそれぞれ留学いたしました。

互いに留学を終えそれぞれ帰国されるわけであります

が、先ずもっておめでとうございます。フィリップさん

のホストファミリーになられた齋藤麻美子さん、関一憲

さん、村石愛二さん、西川佳璋さん、また、古川範男さ

んには学校への送迎していただき、またカンセラーの千

葉正徳さん、アシスタントの鈴木覺三郎さん、それぞれ

１年間大変ご苦労様でした。ご支援本当に有難うござい

ました。この場をお借りいたしまして厚く御礼・感謝申

し上げます。アメリカと日本は戦後互いに国レベルでは

安保条約を締結するなど友好関係を築いてまいりまし

て、今日でも政治・経済の面から見ても地球上で一番の

友好国と言っても過言ではない国柄であると思います。

ハワイ・マウイ島また、ユタ州と勝浦での文化、習慣も

全く違う地域でそれぞれが交換学生という立場で学んだ

ことはきっとこれからの人生において大きな糧となる事

でしょう。言葉の壁にぶつかり苦労したうえ、遠い国で

の生活でホームシックにかかったりしたのではないかと

思います。そんな時、身近でお世話してくれたホストフ

ァミリー、カンセラー、アシスタントの協力を得ながら、

一つ一つ悩みの解消に努めてこられたのだと思います。

日本人のマナーの良さ、礼儀正しいところや、約束の時

間厳守、親切等々、またアメリカ人の心の寛容さ等の学

ぶべきことも多かったのではないかと思います。どうか

この留学を通じて得たことを、今後の人生にいかしても

らいたいと思います。本当におめでとうございました。

夜間例会の写真は次回号に掲載させていただきます


